




A Study of Nomura Yoshibei’s Early Childhood Education and Care Theory:
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研究ノート
本論文は「野村芳兵衛における幼児教育の取り組み―保育記録によるあそびの『保育診断」―」日本保育
学会第66回大会（2013年）、および「野村芳兵衛における幼児教育の取り組み―保育記録によるあそ
びの『保育診断』（2）―」日本保育学会第67回大会（2014年）でその一部を口頭発表している。

